
第27回　日本核医学会　近畿地方会 1393

一　般　演　題

1．もやもや病患者における局所脳血管反応性につ

　いて
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　［目的】1231－IMP　split　dose法による非侵襲的脳循環予

備能定量測定法を用いてもやもや病患者の局所脳循

環予備能を検討した．［対象］一過性の虚血症状で発

症した小児型もやもや病患者12例（平均年齢12．0±

9．6歳）．［方法］約1時間のdynamic　SPECT収集の開

始と同時に1回目のIMPを静注した．　SPECT収集開

始後約8分後にDiamox（20　mg／体重kg）を静注し，

SPECT収集の開始後約24分後に2回目のIMPを同

量追加静注した．得られたdynamic　SPECT再構成画

像よりsubtraction法を用いて安静時とDiamox負荷時

の2回の脳血流像を得た．投与量補正，成人脳血管障

害例にて動脈採lfiL法と比較して求めた回帰直線式を

用いて脳1in流増加率を求めた．【結果］Diamoxによる

平均血流増加率は小脳半球21％や後頭葉22％に比べ

前頭葉119。，側頭葉14％と低下を認め，小脳において

も54％の症例で血流増加率の低下を認めた．小脳を

基準として視覚的に脳循環予備能低下と判定した症

例の割合は，1）安静時SPECT像にて，前頭葉46％，

側頭葉38％，後頭葉23％，2）Diamox負荷像にて，前

頭葉62％，側頭葉54％，後頭葉38％，であったのに

対して，本法によりDiamoxによる血流増加率低下と

判定された割合は，前頭葉85％，側頭葉92％，後頭

葉61％であった．［結語】もやもや病においては，小

脳や後頭葉などの椎骨脳底動脈領域においても，約

半数の症例において脳循環予備能の低下が存在する

ことが示唆された．1231－IMP　split　dose法は，非侵襲的

に脳循環予備能定量評価を可能とし，もやもや病患

者の脳循環動態の評価に有用であった．

2．　1231・IMP　Diamox負荷SPECTにて椎骨脳底動脈

　　系の循環予備能の低下を認めた1例
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　Diamox（Acetazolamide）負荷脳血流SPECTは1986

年Vostmpの報告以来，脳循環予備能の評価に用いら

れているが，そのほとんどすべてが内頸動脈系（テン

ト上）に関する報告であり，椎骨脳底動脈系（テント

下）についての報告はきわめてまれである．今回1231－

IMP　Diamox負荷脳血流SPECTにて椎骨脳底動脈系

の循環予備能の低下を認めた症例を経験したので報

告する．

　症例は61歳，男性である．めまい，嘔吐にて他院

入院．入院中一過性の複視を認めたため精査のため

当院へ人院となる．入院時神経学的には側方視にて

水平性眼振と体幹失調を認めた．X線CTでは異常を

認めず．MRIでは左後下小脳動脈領域の小脳梗塞を

認めた．血管造影では左椎骨動脈起始部および右椎

骨動脈（V、）にて閉塞を認めた．安静時｜231－IMP

SPECTでは明らかな低血流は認めなかったが，

Diamox負荷時では安静時に比べ小脳での血流がテン

ト上（大脳）に比べ著明に低下しており，椎骨脳底動

脈系の循環予備能の低下が示唆された．

　頸動脈病変については臨床症状，血管造影所見だ

けでなく，SPECTなどによる循環予備能の評価を参

考に血行再建が行われているが，椎骨脳底動脈系病

変についても同様にDiamox負荷SPECTによる循環

予備能を評価したうえで血行再建の適応を判断する

必要があると考える．
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